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第 1 章 嘘の心理学的研究の概観と本論文の課題
第 1 章では、嘘がコミュニケーションの中で使用されることから、嘘に関わる立場(話し手と聞き手)
を明確に区別して検討する必要性を確認した。また一般的コミュニケーション理論であるコード・モデ


























「何だか嘘らしいなJ という信濃性の推論が行われていると考えられる。多くの研究 (e.g. ， Buller & 
Burgoon, 1996; Levine & McCornack, 2001)から発話の信湿性が低く評価された場合には、嘘の聞き
手に疑惑や懸念を生じさせ、嘘を検出するための探索行動が増加することが報告されている。相手の探




























































































































































を持つことがこれらの結果から示された。この点に関して、 Q'Sullivan (2003) は信用性の欠ける印象

































行動に強い関連性があることは釈明の一つである謝罪に関する研究 (e.g.， Ohbuchi, Kameda, & Agarie, 

































実験 3-----6 では弁解としての嘘の目的達成に関して検討を行った。その結果 嘘の話し手・聞き手と
いう立場に関係なく，嘘をつくことで責任性の認知を変容させ，感情調整が行われることで，不利益を
回避できると考えられていることが明らかになった。
実験 5 ・ 6 では相手に嘘をついたことが明らかになってしまった場合(嘘の露見)，それが弁解とし
ての嘘の目的達成にどのような影響を与えるかに関して検討を行った。その結果，嘘の話し手・聞き手
という立場に関係なく 嘘の露見により目的達成は阻害されると考えられていることが明らかになったO
実験 7 ・ 8 では弁解としての嘘の一つである欺蹴的ユーモアの目的達成に関して検討を行った。その
結果，嘘の話し手・聞き手という立場に関係なく，嘘をつくことで聞き手に「おもしろさ」を認知させ
て感情が調整されることで，不利益を回避できると考えられていることが明らかになった。
これらの研究から，嘘に関わる立場(話し手・聞き手)や嘘の種類(社会的潤滑油としての嘘・弁解
としての嘘・欺臓的ユーモア)の全てにおいて 嘘をつくことで達成される不利益を回避するという目
的は，偽の情報が正しい情報として認知されるかどうかではなく，明示的な内容・非明示的な内容の認
知を通じて感情が調整されることによって達成されていることが明らかになった。嘘をつくことは単な
る道徳違反の避けるべき行為というだけでなく，相手の感情を調整し，対人葛藤を回避し，コミュニ
ケーションを円滑にする方略として機能している側面をも有することが示された。
以上のように，本研究は嘘を用いたコミュニケーションにおける心理社会的機構について新たな知見
を提供しこの分野の研究発展に貢献すること大である。よって，本論文の提出者は博士(文学)の学
位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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